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高卒で札幌を出て、退職 して43年 ぶ りに戻ってきて、5月

から自然保護協会のお手伝いをすることになりました。在職

中は干潟の物質循環研究をしていた関係で、有明海の諌早湾

干拓が漁業に与える被害の問題にボランテ ィアで取 り組んで

います。漁民の運動のひとつに公害調停というのがあります。

有明海漁業被害 と諌早湾干拓事業 との問の因果関係が争点で

す。漁民側が 「こ うだ」 といえば農水省 は 「ああだ」 とい うことを延 々 と繰 り返 し

ていてはいつ まで も解決で きない とい うこ とで、因果 関係 を明 らかに してで きるだ

け短期 に結論 を出す のが公害等調整委員会 です。私 が漁民側の立場 か ら 「諌早湾 を

締 め切 ったために水 質が悪化 して、それが漁業被害 をもた ら した」 とい うことを書

くと、1ケ 月 も経 たない うちに農水省か ら100ペ ー ジ近 くの反論 が きます 。 こち らは

ボ ランテ ィア、農水 省は豊富 な予 算 と人員 で対応 します。農水 省は国民 の税 金で漁

民 を痛めつける ことを している ことにな ります。私は公務員在職中か ら、憲法第15

条 「すべての公務員は、全 体の奉仕者であ って、…部の奉仕者では ない」が正 しい

と考 えてい ま したが、現状は憲法違反状態です。 しか し前進 もあ ります。8月26日

佐賀地裁で、諌早湾干拓工事差 し止めの仮処分が決定 されま した。判決の 中で 「漁

民 と国の 問には人的 に も物的 に も資料収集能力 に差が存す るので、これ をまった く

無視 して漁民 側にのみ高度 の立証 を求 めるのは公平 の立場 か ら到底是認 し得 ない」

と述べ てい ます 。

最近水俣病 に関連 して非科学的な学説を述べて国を擁護 した研究者を批判することを目的

とした本が出版されました(医 学者は公害事件で何 をしてきたのか)。 その中で著者 も述べて

いますが、そのような研究者を批判 し、科学的立場で被害者や自然を守る活動をして

いる研究者を元気付けることも重要だと思い ます。最近は、在職 しなが ら国民の立場

に立つ研究者 も現れて きましたが少数です。退職すれば自由、ボランティア研究者の

出番です。理事会に参加 して半年、少ない予算の中で実地調査、資料収集をもとに自

然科学的かつ社会科学的論理展開によってい くつかの意見書などを発表 しているのを

目に して、国民の立場に立つ研究ボランティアここにあ りと感 じ入 りました。札幌在

住なので理事会に参加 して、北海道の自然保護i問題を学習 して、専門分野を生か して

北海道のすば らしい自然を守るために活動 したいと思っていますので、よろしくお願

いいたします。

(理事 ・札幌市在住)
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特 集

外来生物 って?

理 事 小 島 望

人間によって、自然に分布 している地域から外れた別の場所に持ち込まれた生物を 「外来生

物」 といいます。国外だけではなく、同じ国の中で他の場所から移 された場合で も、外来生物

と呼びます。現在、日本では、外国に由来する外来生物が2,000種 近 くに及び、脊椎動物は約

100種 、昆虫は約250種 、維管束植物では約1,500種 が定着 していると推定 されています。 日本

に定着 した外来生物として、アライグマ、ブラックバス、セイタカアワダチソウなどが有名で

す。

外来生物が在来生物や生態系に与える影響 として、お もに、競争 ・競合 による在来生物の追

い出 し(競 争的排他)、在来生物を捕食することや植生への食害、遺伝的に近い在来生物 との

交雑、在来生物をはじめとして作物、家畜あるいは人間にまで感染する病原菌の持ち込みなど

が挙げられます。このような影響を及ぼす外来生物の増加に歯止めをかけるために、また既 に

定着 しているものの影響を緩和するためには、1)輸 入規制、2)早 期調査 ・継続調査(モ ニタ

リング)、3)影 響の大きな種から排除 ・管理、などの総合的な対策を行なっていく必要があ り

ます。しか し、これまでの外来生物対策は、その重要性は認識 されながらも体系的には講 じら

れてきませんで した。今年5月 にようや く 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に

関する法律」が成立 し、外来生物の中で、生態系や人の身体生命、農林水産業へ被害を及ぼす

ものを 「特定外来生物」 として指定 し、輸入や飼育の制限、防除を行なうことを義務づけられ

ることになりました。この法律に違反すると、法人の場合は最高で1億 円以下、個人では3年

以下の懲役または300万 円以下の罰金 といった厳 しい罰則が設けられています。つ まり、外来

生物対策はこれから本格的に議論 されることになっています。

ペットとして輸入されたアライグマや ミドリガメ、釣 りのために野外に放たれたブラックバ

ス、 トマ ト栽培の受粉のために導入され野外に逃げ出したセイヨウオオマルハナバチなど、問

題となっている外来種のほとんどは人間が持ち込んだ生物です。外来生物による種々の影響が

問題視されている中、私たちは、外来生物自体に罪があるわけではなく、人間社会が引き起 こ

した外来種問題であるという認識をまず持たなければな りません。今後の外来生物対策の基本

姿勢は、責任を外来生物に転嫁することなく、人間側が心の痛みや反省を持って対処 してい く

道を模索することにあ りそうです。(札 幌市在住)
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特 集

セ イヨウオオマルハナバチ

東京大学 ・保全生態学石ブ院 室 松 村 千 鶴

1996年 秋、 ヨー ロ ッパ原産のセ イヨウオオマ ルハ ナバチ(以 下 、セ イヨウ)の 自然巣が北海

道門別町の民家床下か ら発見 され 、 日本での定着が確認 され た。2004年 まで に、27都 道府県の

野外で5,000頭 以上が捕獲 されてお り、各地で野生化が進みつつあ る。 特 に北 海道 は 、各 地で

定着 してい るとみ られ 、その影響が もっ とも心配 される地域で ある,、

セ イヨウは、マ ルハ ナバチ とい うハチの仲 間で 、毛 のふ さふ さした丸 いハ チである。 日本 に

も トラマ ルハ ナバチ、 オオマ ルハ ナバチ な ど、茶色 や灰 色、黒 な ど、種 に よって様 々な体色 の

在来マ ルハ ナバチ類(以 下 、在来種)が 生息す る。セ イヨウは、鮮 やかな黄色 と黒 の縞模様 で

お尻 の毛が 白い とい う、はっ きりした特徴 を もつ。

セ イヨウの巣 は、作物 の授粉用 に80年 代 に ヨー ロッパ で商品化 された。作 物の果実 をつ くる

ためには授粉が必要 である。手作業 では手 間がかかるが、ハチ を使 えば労力が軽減で きる とい

うことで、 日本で も1991年 か ら温室 トマ トで導入が始 まった。現在、全 国で利用 され、巣の流

通数は年 間7万 にものぼる。

しか しこのハチは、餌 であ る花の蜜や花粉や営 巣場所 をめ ぐる競争力が強 く、 しか も授 粉せ

ず に蜜だけ盗む盗蜜行動 をとることが知 られていた。 日本で定着すれ ば、多 くの在来植物の受

粉 をになう在来種 と、それ に繁殖 を頼 る植物 に悪影響 を与 える可能性が高 いこ とが 、導 入当初

か ら危惧 されていた。

調査が行われ た門別 町で は、4種 の在来種が利用す る植物種 の40-70%を セ イヨウ も利用 し

てお り、様 々な在来種 と競合す る可能性が あるこ とが わかった。 さらにセ イヨウは、ハスカ ッ

プ、 クサ フジ、 ヒレハ リソウ、作物 のハ ナマ メ等 の よう

な花筒の長い花で盗蜜行動をとった。セイヨウがさらに

増加すれば、生態系への被害のみならず、豆類の結実障

害などの農業被害 も心配される。

セ イヨウは、在来マルハナバチ類と比べて増殖能力が

高い。門別町と隣の鵡川町ではこれまでに自然巣が17巣

発見されてお り、100頭 以上の新女王バチ を生産 した大

きな巣 も含まれる。この増殖能力の高 さを反映するかの

ように、門別町の定点での捕獲数は最近急増 した。今後

も増加が続けば、資源をめぐる競争 を通じて、広い地域

で在来種 と置き換わってい くおそれがある。

現在、このハチを使用 している況室にネッ トを張るな

どの逃げ出 し防止策は、必ず しも徹底されているとはい

えない。導入時の危惧が、次々と現実味をおびてきた今、

導入の見直 しや、逸出をもたらすような条件のもとでの

利用の規制が強 く求め られる。
ヒレハ リソウに訪花する

セイヨウオオマルハナバチ

(撮影 二横山 潤)
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特 集

フクロギツネは問題外来種

生物多様性JAPAN:IUCN/ISSG委 員JII道 美 枝 子

近年 、貿易 の自由化や海外旅行の増 加、海外 か らの導 入のス ピー ドの加速、珍奇 な生物種へ

の関心 の高 まりなどで、 これ まで 日本 になかった新 たな生物種の侵入 によ り、農林業への被害、

人間へ の新 たな疾病の増 加、在来の野生生物 を捕 食や駆逐す ることで生物多様性を脅かすな ど、

様 々な問題が顕在化 して きた。すで に、北 海道や神奈川 県でア ライグマが農作物 に被害 を及ぼ

し、沖縄 や奄美大島ではマ ングースがヤ ンバ ルク イナやアマ ミノクロウサギな どを捕 食 して、

これ ら絶滅 の怖 れのあ る生物 種 に強い影響 を与 えている。すで に、 こう した外 来種 問題に対処

するため莫大 な費用が投 じられてい る。

現 在 まだ野生化 していないが、ペ ッ トと して輸 入 されていて、将来潜在的に大 きな危 険 をひ

そめている と考 え られ るもの にフクロギ ツネとい う有袋類がい る。 日本 には毎年500頭 ほ どが、

ニュー ジーラ ン ドか らペ ッ トと して輸入 されている。柔 らかな毛皮 をもち、大 きな瞳の子供の

フク ロギツネは布袋の 中にお とな しく入 っていて、袋 か ら顔 を出す姿 はとて も可愛 ら しい。 と

ころが、成獣 になると体重が3～4kgに な り、力 も強 く爪 も鋭 くなる。飼い主 を噛んだ り、引っ

掻 いてはいけないことを しつけ ることはで きず、ペ ッ トとして飼育 し続けるには難 しい動物 で

ある。

フクロギツネの輸 出元のニ ュー ジー ラン ドには もともと生息 してい なか ったが、毛 皮産業の

ため にオース トラ リアか ら導入 し、野外 に放 した。する とニュー ジーラン ドで爆発的に増加 し、

固有の鳥類 のキウイを襲 った り、森林 を食べ尽 くすな ど甚大 な被害が生 じ、膨大 な予算 を使 っ

てい るが、駆 除に全 く成功 してい ない。ニ ュー ジー ラン ドは外来種 による被害に悩 み、世 界で

最 も厳 しい生物輸入規制 を してい る国であ るにもかかわ らず 、ニ ュー ジーラン ドで最 も問題視

されている外 来種 を 日本 に輸 出 してい るとい うのは奇妙 なことであ る(ニ ュー ジー ラン ドは生

物輸出の規制 は緩 い)。

数年前 、ニュージーラ ン ドで外来種 に関する国際会議 があ り、私 はあ る目的を持 って参加 し

た。それは 「自国で有害な ものを輸出 しないで下 さい」 とお願いするためだった。 しか し、ニュー

ジー ラン ドの環境省の人 も 「法律上、輸出 を規制 で きない。あ なたの国が輸入 を禁止 する よう
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特 集

に働 きか けた らいかが です か」 とい うお役所的答 えが返 って きただけだった。外来種 問題先進

国の ニュージーラ ン ドで もこの程度の認識であ る とい うこ とは、問題の根 の深 さを示 している

と言 え よう。

私 の ところで、ほぼ10年 、 フクロギ ツネを飼育 していた。 これ は大 きくなって凶暴 にな り、

ペ ッ トシ ョップに返 品 された個体 を引 き取 った もので ある。驚 くほ ど食性 の幅 は広 く、肉、昆

虫 、卵 、果実 、野菜 、樹 木の葉や枝 などほぼ何 で も食べ る。最 も驚 いたのは、青 い松 の球果 を

その ままば りば りと食べ て しまったこ とだ。ニ ュージーラ ン ドで は、森林 をす っか り枯 ら して

しまった とい う報告 があったが 、固い枝 も食べ る食欲 では、なるほ どと頷 か される。 レタスや

トウモ ロコシ、ニ ンジンも好物であ り、フクロギツ ネが 日本 で野生 化 した場合 には、農林業 と

在来の生物 多様性 に大 きな被害 を与 える可能性 は明 らかである。ア ライグマの分布拡 大阻止 も

相 当に困難 とい う現状 であ るが 、 もし、フクロギツ ネが野生化 した ら、それ よ りも大 きな困難

をもた らすだ ろう。 フクロギ ツネは熱帯 か ら寒帯 まで、幅広 い環境 に適応 で き、繁殖 力 も旺盛

であ る。原生林か ら市街地 まで生活で きる し、ほぼ完全 な夜行性 で、昼間は森 林の樹 洞 などに

潜むため、捕獲 は難 しい。

樹洞 に くらす ムササ ビ、ニホ ンリス、フ クロウ、 コウモ リも巣 を乗 っ取 られ るばか りか、捕

食 され るか もしれない。将来 フク ロギ ツネ退治 に大変 な出費 をす るよ りも、"ニ ュージーラン

ド政府の忠告 に従 って"輸 入をやめて、野生 化の危険 を防止す るのが、最 も安全で安上が りな

方法で ある。アラ イグマ問題 で も、捕 獲 され た

個体 を どう処分す るか とい うことで動物愛護 を

め ぐる深刻 な議論 が生 じてい る。将来殺 され る

た くさんの フクロギ ツネをつ くり出 さない こ と

が最 も人道的 なのでは ない だろうか 。

フクロギツネ(撮 影:川 道美枝子)
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「北海道遺産になった周氷河地形」

大 館 和 広(理 事)

北海道遺産とは 「次の世代に引き継ぎたい有形無形の財産で

道民の宝物」で平成13年10月 に初回25件 が選定

道

訊轟

ξ
,
の

レ
』
地

」
珊

各

された。今年10月 には2回 目 と して27件 が 追加

選定 された。初Fij2回 目 と も、 文化 ・生活 ・産

業色 々な物が選定 され た。 勿論 、 自然 もた くさ

ん選定 されている。別 に指定 を受 けたからといっ

て、条例で規制が加 え られ るとい うものではまっ

たくなく、要は地域の入たちの強いては道民のシンボル的な存

在 となるものだ(と 思う)。

今回選定 された中に私の気になる場所があった。宗谷丘陵の

周氷河地形だ(表 紙写真)。 ここ以外ではあまり見られない特異な風景だ。北海道 自然100選 に も選定 さ

れている。だからこそ、地域の人たちが選定に向けていろいろと尽力 してきたんだろうと思う。その思

いの中には、自然の歴史が作った風景を残し未来に伝えたいというのもあったと思う。

けれど、その思いはこれから先、充分に生かされるのだろうか … 。

来年12月 にはこの風景の中、丘の稜線上に風力発電施設の巨大なプロペラが立 ち並び、風 景が一変す

ると思われるからだ。

NCで も以前書いたが、宗谷岬の風力発電施設建設の影響は、鳥類への影響はもちろんだが、景観的

にも大きな問題があると思 う。

自然エネルギーとしての風力発電に異議はないが、問題があるのならきちんと取 り組 むべ きである。

税金が使われるのなら尚更当然のことだ。

北海道の自然の魅力は何だろうか。国立公園の指定を受ける自然風景もそうだが、私は人工物の見え

ない、ただ広いだけの風景だと思うのだが … 。(紋 別市在住)

夏休み自然観察記録:コンクールに出展された君へ
一審査委員長 伊 達 佐 重(常 務理事)

コンクールの応募作品を審査する時の観点や仕.一ヒげの要点などをあげてみます。

ひとつは、自然をしっかり見て取 り組んだかどうかです。自然は多様で常に変化 をしていますか ら、

調べ方 ・場所 ・時期によって、結果に大 きな差がでます。定点を決めて何回もその場所に通っていると、

今まで気がつかなかったことが突然ひらめいたりする驚 きがあ ります。

文章では、調べてわかったことと自分が考えたことを、はっきりと分けて書 いているかが大切です。

もとになる資料は、図書館をは じめ沢山のものがありますが、丸写 ししてまとめただけの作品は失格で

す。どんなことがわかったのか、そ して自分はどう思ったのかをしっかり書きとめる作業こそが大切です。

また、記録をまとめる過程では指導者の助言が力になります。何 しろ、当人は小学生です。課題をき

めかねている時、ヒントを与えるとか、まとめの段階でどの資料から引用 したらいいとか、迷っている

時の…言が方向性を選択するのに役立ちます。

応募 したあなたが大変な手間と時間をかけての作品ですから、一一一つ 一つに目を通す審査員も真剣に意

見のや りとりをします。選ばれたかどうかではなく、…つの目標に向かって精…杯の努力 をしたことが

何 ものにもかえ難い経験になると思います。また来年 も挑戦 してください。(栗 山町在住)
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あ ・ら 。か ・る ・と

「も うた く ざ ん!!大 規 模 林 道 」
一山奥 で行われてい る大道路工事一

主

後

日

場

催

援

時

所

基調 講演

基調 報告

(社)北 海道 自然保護i協会

北海道大規模林 道 ネ ッ トワーク

2005年2月26日(土)18:30～21:00

札幌エルプ ラザホ ール(3F)

札幌市北 区北8条 西3丁 目 地下鉄札幌駅北 出口12番

TELO11728-1222

道有林 と大規模林 道の関係

ナキウサ ギや コウモ リの現 地調査か ら

パネルディスカッション

司 会 市 川 守 弘(北 海道 自然保護i協会副会長)

パ ネ ラ ー

石 城 謙 吉(元 北海道大学苫小牧演習林長)

俵 浩 三(専 修大学北海道短大名誉教授)

市 川 利 美(ナ キウサギふあん くらぶ代表)

寺 島 一 男(北 海道大規模林道ネッ トワーク代表)
十

費

代

せ

藤

加

料

合

佐

参

資

問

謙(北 海 道 自然 保 護i協 会 会 長)

無 料

500円

北 海 道 自然 保 護i協 会

TEL。FAXO11251-5465

Eメ ー ルnchokkai@jade.dti.ne.jp

*詳 しくは1月 末か ら2月 は じめの協会 ホームペ ー ジをご覧 くだ さい。

寄 贈 図 書 紹 介

「宇宙人になった どう亀 さん」 岩 永

詩 ・高橋 延清 絵 ・岩永 泉

2004.11.30現 在

【A会 員】枝澤 則之

泉 氏より

あ りが とうござい ます 。

前 田 正 子20,000

梅 沢 俊10,000
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*お 知 らせ コーナ ー*

2005年 自然保護学校の

ご 案 内

自然保 護学校 を下記の 日程で行 います。

協会が関心 を持 っている問題 、取 り組 んで い る

問題 を専 門家、研 究家 にお話 していただ き、 広 く

市民の方 々に理解 していただ くよう今年 も 自然保

護学校 を開校いた します。 スライ ドな どを使用 し、

分 か りやすい内容 に努め ますのでぜ ひご参加 くだ

さい。

詳 しい内容 につ いては1月 末 には決 ま ります の

で電話で の問 い合 わせ又 は協会ホームペ ー ジをご

覧 くだ さい。

ホームページ

http//wwwjade.dti.rle.jp/、nchokkai/

場 所 札幌学 院大学社会連携 セ ンター

TELO11280-1581

(大 通 西6丁 目 地下鉄大通 り駅 出口

1番 徒 歩1分)

日 程2005年3月2日 、9日 、16LJ、23[1、

30日 の 各水曜 日

時 間18時 から20時 まで

最初 の2日 は開校式 もあ ります ので早 め

にお集 ま りください。

内 容 台風18号 森 林被 害 と森林再生、 知床 の世

界遺産の現状 、野幌森林公園の森林管理、

自然再生事業の経過 、野鳥 と風 力発電 の

関係な どをテーマに予定 を してお ります。

定 員60名

参加費3,000円

協 会会員 ・学生2,500円

(開校 日に徴収)

問合 せ ・申込 み

北海道 自然保護協会

TEL・FAXO11251-5465

Eメ ー ルnchokkai@jade.dti.ne.jp

特別講演会のご案内
公開市民会議 一北見バイパスの本質を問う一

《テーマ》 「身近な自然の価値と道路計画」

講 師 佐藤 謙(北 海学園大学工学部教授)

《テーマ》 「生物多様性条約 と道路問題」

講 師 市川 守弘

(日本環境法律家連盟理事 ・弁護十)

主 催 「北見の自然風土を考える会」市民連絡会

日 時2005年1月15日(土)18:30か ら

場 所 北見市民会館1号 室

北見市常磐町2-1-10北 見駅より徒歩5分

参加費500円

問合せ 「北見の自然風土を考える会」市民連絡会

TEL・FAXO15723一 一3220(表)

*特 に北見近郊にお住いの方はお知 り合いをお誘

いの上ご参加くださいますようお願いいた しま

す。

「北見バイパス」中止を

求める署名にご協力を!ノ

同封致 しました北見バイパス道路計画中止を求

める署名に、どうぞご支援よろしくお願い致 しま

す。会員の皆さま、そ してご家族さまもあわせて、

多数の署名をいただけますようお願い します。 ま

た、より広範に署名を集めていただけますよう願っ

てお りますが、その際、大変恐縮ですが、あらか

じめ署名用紙を相当数コピーして集めていただけ

れば幸いです。送付先は、署名用紙に記載 されて

いる 「北見の自然風土を考える」市民連絡会、 ま

たは当協会宛てにお願いします。皆様からの署名

用紙の送料や切手代については、カンパと してお

願い致 します。

参考 までに、先日、国⊥交通大臣他に提出 した

「要望書」も同封させていただきました。
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活 動 日 誌

2004年9月

19～20日 北見バイパス予定地現地調査

24日 夏休み自然観察記録 コンクール作品

審査

10月

11日 平取 ダム予定地現地調査

14日 南幌中学校生徒総合学習で来所

16～17日 道自然保護i連合主催第3回 現地

交流会(十 勝 自動車ラリーコース、大

規模林道、阿寒 ・置戸線各現地視察)

18日 大規模林道問題 ・北海道林務部 と話

し合い

20日 第5回 拡大常務理事会

11月

1日 大規模林道問題 ・緑資源機構、及び

環境省北海道西地区事務所 と話 し合
い

7日 北見バイパス問題合同会議

二風谷 ・ポンオサツ川砂防工事予定

地現地調査

17日 第6回 拡大常務理事会

20日 自衛隊矢臼別演習場内別寒辺牛川 ト

ライベツ砂防ダム現地視察

26日 樽:前、支笏湖周辺風倒木被害視察 と

意見聴取(俵 理事)

12月

11日 第3回 理事会

要 望 書 な ご

■2004年8月22日

ナキウサギ生息地保全のため新得町内の

林道使用中止

世界ラリー選手権実行委員長宛(4団 体

連名)

■2004年9月27日

台風18号 による森林被害の復旧に際 し、

北海道の森林生態系の保全を重視するこ

との要望書

北海道知事 ・北海道森林管理局長 ・環境

省自然環境局長宛

■2004年10月6日

ラリージャパ ンに対する申し入れ書

環境大臣 ・林野庁長官 ・北海道知事 ・

世界ラリー選手権実行委員長 ・JRCア

ソシエイション会長宛(4団 体連名)

■2004年10月25日

千歳川頭首工建設に関する意見お よび要

望書

長沼町南長沼土地改良区理事長 ・防衛施

設庁札幌防衛施設局長 ・北海道開発局 ・

北海道知事宛

■2004年11月4日

「国道39号線北見バイパス」の中止を求

める要望書

国土交通大臣 ・北海道開発局長 ・北見市

長宛

■2004年11月26日

平取町二風谷ポンオサツ川砂防工事計画

に関する質問ならびに要望書

北海道知事 ・北海道建設部室蘭土木現業

所長宛

協会のホームページ
http://www.jade.dti.ne.jp/^nchokkai/

協 会 で は、会誌やNC(会 報)の 他 に、 ホ ー

ムペ ージでの活動報告 ・意 見募集 も行 ってお り

ますので 、ぜ ひご覧 になって ください。会 員 の

皆 さんには、協会宛 に直接 の手紙や ホームペ ー

ジ上 の意 見欄 にご意 見を寄せ ていただ くことを

願 ってお ります 。

会費納入のお願い
会費納入については日頃ご協力をいただいて

お りますが、未納の方は至急納入下さいます よ

うお願いいたします。

個人A会 員

個人B会 員

4,000円

2,000円

(A会 員と同…世帯の会員)

学生会員
団体会員 1[:

2,000円

15,0001i]

〈納入 口座〉

郵便振替[座02710-7-4055

北 洋 銀 行 大通 支 店(普 通)0017259

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)0101444

札 幌 銀 行 本 店(普 通)418891

〈口 座 名〉

社 団法人 北海道 自然保 護協 会

※ この紙は再生紙を使用 しています。
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